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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
異
端
の
水
分
支
配
《
Ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
ｉ
ｄ
ｏ
ｎ
》

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
０
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
＝
Ｃ
＝
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ

【
あ
ら
す
じ
】

　
学
園
都
市
。

一
切
の
オ
カ
ル
ト
を
否
定
し
た
そ
こ
に
は
、
確
固
た
る
信
念
を
持
つ
者
達
が
集

ま
る
。

異
能
力
全
て
を
打
ち
消
す
能
力
を
持
つ
少
年
、
学
園
都
市
最
強
の
能
力
者
、
裏

表
の
激
し
い
天
真
爛
漫
な
少
女
、
心
配
性
な
兄
を
鬱
陶
し
い
と
感
じ
る
少
女
、

都
市
伝
説
に
な
り
か
け
て
い
る
女
教
師
、
記
憶
喪
失
の
シ
ス
タ
ー
、
ア
ロ
ハ
に

サ
ン
グ
ラ
ス
の
悪
友
、
吸
血
鬼
を
殺
す
能
力
を
持
つ
少
女
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・
。

そ
し
て
、
『
Ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
ｉ
ｄ
ｏ
ｎ
』
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
神
の
名
を
冠
す



2

る
能
力
を
持
つ
少
年
。

一
人
の
シ
ス
タ
ー
を
巡
る
事
件
か
ら
、
少
年
は
秘
め
ら
れ
た
力
を
呼
び
覚
ま
す
！

（
＊
あ
ら
す
じ
が
ア
レ
で
す
が
、
こ
れ
は
禁
書
の
二
次
創
作
で
す
。
）
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
（
自
己
紹
介
）
（
前
書
き
）

美
弾
と
同
居
人
さ
ん
の
紹
介
で
す
。
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
（
自
己
紹
介
）

御
坂
美
弾

み
さ
か
ミ
ハ
ジ
キ

身
長
１
７
５
ｃ
ｍ

体
重
５
７
ｋ
ｇ

性
別
　
♂

レ
ベ
ル
　
０
↓
５
↓
６

年
齢
　
１
５
歳

能
力
　
水
分
支
配

ポ
セ
イ
ド
ン

人
物
：

学
園
都
市
が
誇
る
超
能
力
者
の
一
人
、
超
電
磁
砲
・
御
坂
美
琴
の
兄
で
あ
り
、

レ
ー
ル
ガ
ン

学
園
都
市
最
強
の
能
力
者
・
一
方
通
行
を
幼
馴
染
に
持
ち
、
全
て
の
異
能
を
打

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ち
消
す
右
手
、
幻
想
殺
し
を
持
つ
上
条
当
麻
と
同
じ
高
校
に
通
っ
て
い
る
。

イ
マ
ジ
ン
ブ
レ
イ
カ
ー

週
に
何
度
も
妹
で
あ
る
美
琴
が
心
配
な
の
か
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
メ
ー
ル
を
送
り

続
け
て
い
る
が
、
ま
と
も
に
返
事
が
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
な
い
。

小
学
六
年
生
か
ら
身
体
検
査
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
事
件
の
前
に
測
っ

シ
ス
テ
ム
ス
キ
ャ
ン

て
み
た
所
、
レ
ベ
ル
５
だ
と
発
覚
。

幼
馴
染
で
あ
る
一
方
通
行
と
同
じ
第
一
位
と
な
る
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

一
方
通
行
と
の
馴
れ
初
め
は
「
ね
え
ね
え
、
き
み
っ
て
つ
え
ー
ん
だ
ろ
？
ど
う

し
た
ら
、
そ
ん
な
に
つ
よ
く
な
れ
る
の
？
」
と
聞
い
た
の
が
始
ま
り
。

絶
対
能
力
進
化
計
画
の
被
検
体
に
な
り
か
け
た
が
、
『
あ
る
騒
動
』
で
絶
対
能

レ
ベ
ル
６
シ
フ
ト

ル
６

レ
ベ
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力
者
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
。

性
格
：

シ
ス
コ
ン
。

週
に
何
度
も
妹
で
あ
る
、
美
琴
に
連
絡
す
る
の
は
欠
か
さ
な
い
（
妹
が
レ
ベ
ル

５
に
な
っ
た
と
知
っ
た
時
は
、
一
番
喜
ん
だ
）
。

上
条
と
と
も
に
、
補
習
を
受
け
る
メ
ン
ツ
に
入
っ
て
お
り
、
成
績
は
芳
し
く
な

か
ん
ば

い
。

だ
が
、
想
像
を
常
に
し
て
い
る
為
（
主
に
中
二
病
的
な
）
、
美
術
の
成
績
と
体

育
の
成
績
と
家
庭
科
の
成
績
が
ず
ば
抜
け
て
よ
い
。

少
々
、
お
調
子
者
。

シ
リ
ア
ス
な
場
面
で
も
茶
化
す
こ
と
が
多
い
。

絵
が
上
手
い
た
め
、
青
髪
ピ
ア
ス
や
土
御
門
元
春
の
希
望
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。

口
癖
は
『
～
～
～
な
り
に
考
え
て
』

一
方
通
行
曰
く
『
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
、
優
柔
不
断
』
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ち
ゃ
ら
け
た
印
象
が
強
い
が
、
決
め
た
こ
と
は
何
が
あ
ろ
う
と
曲
げ
な
い
、
強

い
意
思
を
持
つ
。

妹
が
上
条
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
応
援
し
て
い
る
。

妹
や
友
人
を
護
る
為
、
【
情
報
屋
】
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、
学
園

都
市
の
様
々
な
暗
部
組
織
に
情
報
を
売
る
仕
事
を
し
て
い
る
。

本
人
曰
く
、
「
反
吐
が
出
る
」

生
活
：

学
園
都
市
の
誇
る
『
超
能
力
者
』
で
あ
る
、
超
電
磁
砲
の
妹
を
持
つ
が
た
め
に
、

レ
ベ
ル

５

レ
ー
ル
ガ
ン

中
学
生
時
代
は
非
常
に
苦
労
し
た
と
か
し
て
い
な
い
と
か
。

は
じ
め
て
、
身
体
検
査
を
し
た
と
き
は
無
能
力
者
だ
っ
た
為
、
そ
ん
な
に
配
給

シ
ス
テ
ム
ス
キ
ャ
ン

レ
ベ
ル
０

さ
れ
た
お
金
が
少
な
か
っ
た
為
、
ま
め
に
家
計
簿
を
つ
け
る
こ
と
に
し
た
と
か
。

容
姿
：
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『
デ
ュ
ラ
ラ
ラ
！
』
の
折
原
臨
也
に
似
た
容
姿
を
し
て
お
り
、
髪
の
色
は
茶
髪
。

お
り
は
ら
イ
ザ
ヤ

目
は
海
の
よ
う
に
青
い
。

イ
メ
ー
ジ
ボ
イ
ス
は
鈴
村
健
一
（
沖
田
総
悟
／
銀
魂
）

す
ず
む
ら
け
ん
い
ち

お
気
に
入
り
の
服
装
は
カ
エ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
パ
ー
カ
ー
に
ジ
ー
ン
ズ
。

だ
が
、
フ
ァ
ー
コ
ー
ト
（
夏
季
用
も
あ
り
）
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
確
率
が
高
い
。

能
力
：

全
て
の
液
体
、
水
分
を
支
配
す
る
水
分
支
配
。

ポ
セ
イ
ド
ン

操
る
水
の
量
に
よ
り
、
作
り
上
げ
る
も
の
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
想
像
力
が

求
め
ら
れ
る
。

半
径
１
０
０
ｍ
の
水
分
を
奪
う
こ
と
が
出
来
る
。

空
気
中
の
水
分
だ
け
で
も
巨
大
な
巨
人
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
可
能
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
鍵
と
な
る
、
能
力
。

他
、
様
々
な
使
い
方
が
存
在
す
る
。

＊
主
に
美
弾
が
心
の
声
で
叫
ぶ
く
ら
い
で
す

技
：

海
神
の
巨
人

わ
だ
つ
み

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

空
気
中
の
水
分
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
！
？
）
で
構

成
さ
れ
た
巨
大
な
巨
人
を
作
り
出
す
。

ミ
ハ
ジ
キ
の
集
中
が
途
切
れ
る
ま
で
、
形
を
維
持
で
き
る
。

海
神
の
剣

わ
だ
つ
み

ブ
レ
ー
ド

空
気
中
の
水
分
と
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
（
？
！
）
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
刃

を
作
り
出
す
。

そ
の
刃
は
同
じ
水
を
も
切
る
事
が
出
来
る
、
水
利
用
切
断
機
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
タ
ー

包
丁
ほ
ど
の
大
き
さ
で
鉄
パ
イ
プ
を
も
切
り
裂
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
切
れ

味
は
鋭
い
。

海
神
の
盾

わ
だ
つ
み

シ
ー
ル
ド
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空
気
中
の
水
分
と
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
！
！
）
で
盾

を
作
り
出
す
。

衝
撃
や
打
撃
が
一
切
効
か
な
い
（
水
だ
し
）
。

想
像
力
で
耐
久
性
が
決
ま
る
た
め
、
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
耐
久
度
が
あ
る
。

　
　

海
神
の
戦
斧

わ
だ
つ
み

ハ
ル
バ
ー
ド

空
気
中
の
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
作
り
出
さ
れ
る
。

使
用
方
法
は
剣
と
同
じ
。

形
状
が
違
う
ほ
か
、
特
に
意
味
は
無
い
。

ア
ン
ヴ
ィ
ー
（
異
能
辞
典
）

ア
ヴ
ィ
－
ぺ
デ
ィ
ア

身
長
　
１
６
０
ｃ
ｍ

体
重
　
４
５
ｋ
ｇ

性
別
　
女

年
齢
　
１
７
歳
（
？
）

魔
法
名
　
Ａ
ｖ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
－
５
６
４
（
貴
方
に
知
恵
を
与
え
ま
す
）

過
去

元
は
ス
テ
イ
ル
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
神
裂
と
同
僚
だ
っ
た
。

し
か
し
、
後
述
の
通
り
、
必
要
悪
の
教
会
上
層
部
に
記
憶
を
消
さ
れ
た
為
、
そ

ネ

セ

サ

リ

ウ

ス

の
こ
と
は
一
切
覚
え
て
い
な
い
。

狼
人
間
で
あ
る
た
め
、
野
良
犬
を
拾
お
う
と
す
る
（
記
憶
の
か
け
ら
の
影
響
か

も
し
れ
な
い
）
。
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性
格

優
し
く
世
話
焼
き
で
明
る
く
、
社
交
的
。

か
つ
て
、
必
要
悪
の
教
会
に
所
属
し
て
い
た
が
、
血
で
血
を
洗
う
『
戦
』
が
嫌

ネ

セ

サ

リ

ウ

ス

に
な
り
、
記
憶
を
消
さ
れ
、
脱
走
し
た
経
緯
が
あ
る
。

初
対
面
の
美
弾
が
人
見
知
り
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に
見
抜
い
た
。

ミ
ハ
ジ
キ

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
気
が
合
う
ら
し
く
、
よ
く
家
（
美
弾
の
寮
の
部
屋
）
に
招
く
。

美
弾
と
と
も
に
い
る
と
き
、
誰
か
が
美
弾
に
危
害
を
加
え
る
と
、
能
力
を
使
用

し
よ
う
と
す
る
。

理
由
は
『
私
が
護
っ
て
あ
げ
な
い
と
。
』
・
・
・
だ
そ
う
で
す
。

浮
気
に
は
寛
容
（
！
）
。

『
ど
う
せ
、
私
が
居
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
ね
』
だ
っ

て
さ
。

ヤ
ン
デ
レ
。

口
癖
は
『
～
～
け
れ
ど
』

特
記
事
項
：
ア
ン
ヴ
ィ
ー
は
美
弾
が
名
づ
け
た
。

生
活

『
あ
る
事
件
』
に
巻
き
込
ま
れ
、
同
僚
と
言
え
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
同
じ
く
脱

走
。

フ
ァ
ミ
レ
ス
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
美
弾
に
見
つ
け
ら
れ
、
『
キ
ジ

肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
』
を
与
え
ら
れ
て
復
活
（
！
？
）
。

料
理
が
上
手
く
、
『
あ
る
事
件
』
後
、
美
弾
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
る
（
本
人

的
に
は
か
な
り
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
る
）
。

容
姿

赤
髪
赤
眼
の
ロ
ン
グ
ス
ト
レ
ー
ト
で
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
し
て
い
る
。

１
７
歳
（
？
）
と
は
思
え
な
い
、
身
体
つ
き
（
＝
ス
タ
イ
ル
抜
群
）
だ
が
、
シ

ス
コ
ン
振
り
を
発
揮
す
る
美
弾
の
眼
中
に
は
未
だ
い
な
い
と
か
。
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モ
デ
ル
は
『
ス
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
』
の
ワ
タ
ナ
ベ
・
カ
ナ
コ
。

服
装
は
主
に
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
に
ベ
ス
ト
を
羽
織
っ
て
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
が
常
。

イ
メ
ー
ジ
ボ
イ
ス
は
井
上
満
理
奈
（
月
海
／
セ
キ
レ
イ
）

能
力
：
異
能
辞
典

ア
ヴ
ィ
－
ぺ
デ
ィ
ア

見
た
こ
と
の
あ
る
、
『
異
能
』
の
力
を
使
用
で
き
る
。

し
か
し
、
身
体
に
思
い
負
担
を
か
け
る
た
め
、
あ
ま
り
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

モ
ノ
も
あ
る
。

主
に
、
四
肢
か
ら
放
た
れ
る
。

『
頁
』
で
区
切
ら
れ
る
。

ペ
ー
ジ

『
必
要
悪
の
教
会
』
上
層
部
直
々
に
主
に
『
兵
器
』
と
し
て
使
用
で
き
そ
う
な

ネ

セ

サ

リ

ウ

ス

『
異
能
』
の
力
を
頭
に
『
イ
ン
プ
ッ
ト
』
し
た
（
回
復
能
力
と
終
末
狼
以
外
）
。

下
に
述
べ
る
も
の
は
異
能
辞
典
の
『
司
書
モ
ー
ド
』
に
使
用
さ
れ
る
も
の
。

ア
ヴ
ィ
－
ぺ
デ
ィ
ア

１
０
万
冊
以
上
も
の
本
を
記
憶
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
『
図
書
館
』
で
あ
る
の

に
対
し
、
ア
ン
ヴ
ィ
ー
は
『
一
冊
の
辞
典
』
と
言
わ
れ
る
。

異
能
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
ゆ
え
、
魔
術
師
に
狙
わ
れ
て
い
る
。

魔
法
名
を
持
つ
が
、
術
式
を
上
手
く
練
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
魔
力
は
『

頁
』
に
使
用
さ
れ
る
。

ペ
ー
ジ

第
一
頁
：
地
獄
火
炎
・
・
・
地
獄
の
釜
を
煮
る
為
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、

い
っ
ぺ
ー
じ

ヘ
ル
フ
ァ
イ
ア

す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
業
火
。
左
手
の
手
の
ひ
ら
か
ら
放
つ
。
本
物
と
同
じ
く
伝

承
ど
お
り
、
業
火
で
焼
き
尽
く
す
。
学
園
都
市
の
発
火
能
力
の
比
で
は
な
い
と

パ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

か
。

第
二
頁
：
鎌
鼬
・
・
・
右
手
両
足
か
ら
発
動
。
風
力
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

に
ぺ
ー
じ

カ
マ
イ
タ
チ

空
中
を
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
。

大
鎌
の
形
へ
と
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
右
手
で
振
り
回
す
こ
と
も
出
来
る
。

サ
イ
ス

妖
怪
・
カ
マ
イ
タ
チ
の
持
つ
チ
カ
ラ
と
同
じ
も
の
。
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第
三
頁
：
辞
典
・
・
・
異
能
力
を
脳
に
記
憶
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
カ
ズ
に
限

さ
ん
ぺ
ー
じ

ぺ
デ
ィ
ア

り
な
く
異
能
の
力
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
分
空
腹
に
な
る
（
し

か
し
、
太
ら
な
い
）
。

美
弾
の
財
布
が
火
の
車
と
な
る
原
因
を
作
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

第
四
頁
：
治
癒
能
力
・
・
・
両
手
か
ら
発
動
。
回
復
能
力
。
癒
し
の
波
動
で
傷

よ
ん
ぺ
ー
じ

ヒ
ー
リ
ン
グ

を
一
瞬
で
癒
す
こ
と
が
可
能
。
そ
の
か
わ
り
、
他
の
『
頁
』
は
使
用
不
可
能
。

ペ
ー
ジ

自
ら
の
魔
力
を
消
費
し
て
使
用
さ
れ
る
為
、
最
も
負
担
が
大
き
い
。

ア
ン
ヴ
ィ
ー
自
身
が
自
分
で
身
に
つ
け
た
能
力
で
も
あ
る
。

第
五
頁
：
終
末
狼
・
・
・
『
頁
』
最
強
を
誇
る
ら
し
い
。
全
身
を
使
用
。
ア
ン

だ
い
ご
ぺ
ー
じ

フ
ェ
ン
リ
ル

ペ
ー
ジ

ヴ
ィ
ー
の
本
来
の
能
力
で
あ
り
、
本
来
の
姿
。
『
可
愛
く
な
い
』
こ
と
か
ら
、

あ
ま
り
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
。

全
身
に
炎
を
纏
い
、
体
当
た
り
又
は
噛
み
付
い
た
り
を
す
る
の
が
攻
撃
ス
タ
イ

ル
。
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Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
（
あ
る
日
の
事
）
（
前
書
き
）

こ
の
物
語
は
「
も
し
も
、
美
琴
に
兄
が
居
て
、
兄
が
一
方
通
行
と
腐
れ
縁
だ
っ

た
ら
？
」
の
ｉ
ｆ
の
お
話
で
す
。

ご
都
合
主
義
が
含
ま
れ
て
居
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
「
か
か
っ
て
こ
い
や
！
」

と
思
え
る
人
は
ど
う
ぞ
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Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
（
あ
る
日
の
事
）

学
園
都
市
某
所
コ
ン
ビ
ニ

そ
こ
に
は
、
白
髪
赤
眼
の
白
い
肌
を
持
つ
少
年
・
一
方
通
行
と
茶
髪
蒼
眼
の
少

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ち
ゃ
ぱ
つ
あ
お
め

年
が
居
た
。

一
方
通
行
は
そ
さ
く
さ
と
同
じ
銘
柄
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
１
０
本
か
ご
に
入
れ
、

会
計
を
済
ま
す
。

「
一
方
通
行
、
何
故
に
置
い
て
い
く
し
。
俺
な
り
に
考
え
て
」

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

す
る
と
、
学
園
都
市
第
一
位
の
能
力
者
・
一
方
通
行
は
呆
れ
て
溜
息
を
つ
い
た
。

「
美
弾
、
遅
す
ぎ
ン
だ
よ
、
商
品
選
ぶ
の
。
い
く
ら
な
ん
で
も
、
そ
れ
は
な
い

み
は
じ
き

だ
ろ
。
」

一
方
通
行
は
１
５
歳
に
し
て
未
だ
に
カ
エ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
半
袖
の
パ
ー

カ
ー
を
着
る
少
年
に
対
し
、
言
葉
を
続
け
る
。

「
フ
ツ
ー
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
選
ぶ
の
に
３
時
間
も
か
け
る
か
？
」

一
方
通
行
は
、
呆
れ
た
顔
を
し
て
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
て
行
っ
た
。
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Ｆ
ｉ
ｆ
ｔ
ｈ
｀
ｓ
Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
（
第
五
位
の
兄
）

そ
の
後
、
美
弾
は
一
方
通
行
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。

ミ
ハ
ジ
キ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
や
っ
ぱ
り
、
つ
れ
な
い
な
あ
・
・
・
。
さ
ー
て
と
、
美
琴
ち
ゃ
ん
に
電
話
・
・

・
っ
て
、
す
る
必
要
な
い
か
」

電
話
帳
か
ら
愛
す
る
妹
の
名
前
を
探
す
が
、
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
目
の
前
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
追
い
か
け
て
い
た
か
ら
だ
。

「
待
ち
な
さ
い
よ
！
い
い
加
減
、
諦
め
な
さ
い
っ
て
ば
！
」

「
嫌
だ
！
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、
上
条
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
！
」

上
条
当
麻
。

か
み
じ
ょ
う
と
う
ま

幻
想
殺
し
な
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
異
能
力
を
打
ち
消
し
、
神
様
の
奇
跡
す
ら

イ
マ
ジ
ン
ブ
レ
イ
カー

シ
ス
テ
ム

無
効
に
し
て
し
ま
う
能
力
を
右
手
に
宿
す
、
御
坂
美
弾
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
。

み
さ
か
ミ
ハ
ジ
キ

そ
の
力
は
無
敵
と
言
っ
て
も
い
い
の
だ
が
、
何
故
か
身
体
検
査
を
受
け
て
も
、

シ
ス
テ
ム
ス
キ
ャ
ン

無
能
力
扱
い
さ
れ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
０

「
・
・
・
い
ー
な
ー
。
美
琴
ち
ゃ
ん
に
追
い
か
け
て
も
ら
え
る
な
ん
て
。
」

「
あ
、
ミ
ハ
兄
！
？
」

神
は
言
っ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
は
そ
こ
ら
中
に
転
が
っ
て
い
る
と
。

美
弾
の
頭
に
電
撃
が
走
っ
た
。



14

そ
れ
こ
そ
、
妹
の
美
琴
の
能
力
の
よ
う
に
。

超
電
磁
砲
。

レ
ー
ル
ガ
ン

そ
れ
が
、
御
坂
美
琴
の
能
力
で
あ
り
、
彼
女
を
学
園
都
市
で
７
人
し
か
い
な
い

超
能
力
者
に
な
っ
て
い
る
証
で
も
あ
る
。

レ
ベ
ル
５

壮
絶
な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
美
弾
は
知
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
美
弾
の
能
力

は
・
・
・
。

・
・
・
・
無
能
力
だ
っ
た
。

レ
ベ
ル
０

「
え
！
？
御
坂
っ
て
、
美
弾
の
妹
！
？
」

「
そ
う
よ
！
悪
か
っ
た
わ
ね
！
・
・
・
正
直
、
メ
ー
ル
毎
日
来
る
か
ら
鬱
陶
し

い
け
ど
」

（
あ
ー
、
俺
っ
て
何
で
妹
に
嫌
わ
れ
て
ん
だ
ろ
ー
）

美
弾
は
肩
を
落
と
し
た
ま
ま
、
と
ぼ
と
ぼ
歩
く
。

「
・
・
・
な
あ
、
行
か
な
く
て
い
い
の
か
？
」

「
い
つ
も
の
こ
と
だ
か
ら
、
大
丈
夫
よ
ん
。
・
・
・
っ
て
、
あ
ー
！
待
ち
な
さ

い
っ
て
ば
！
」

上
条
は
こ
こ
ぞ
、
と
ば
か
り
に
美
弾
の
も
と
に
走
っ
て
い
っ
た
。

「
美
弾
、
飯
食
い
に
行
こ
う
ぜ
！
」

ミ
ハ
ジ
キ

「
・
・
・
金
な
い
よ
。
」
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「
し
ゃ
ー
ね
ー
な
ー
。
俺
が
奢
る
！
」

テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
り
ま
く
り
の
美
弾
に
対
し
、
上
条
は
仕
方
な
さ
げ
に
言
う
。

だ
が
、
こ
れ
こ
そ
上
条
当
麻
の
不
幸
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

学
園
都
市
・
フ
ァ
ミ
レ
ス
―
―
―

「
不
幸
だ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

頭
を
抱
え
、
上
条
当
麻
は
叫
ぶ
。

巨
大
な
『
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
グ
ラ
ン
デ
・
パ
フ
ェ
』
１
５
杯
（
一
杯
５
６
０
円
。

税
込
み
）
。

先
ほ
ど
の
表
情
と
打
っ
て
変
わ
り
、
美
弾
は
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
。

「
・
・
・
あ
ー
、
美
琴
ち
ゃ
ん
と
食
い
た
か
っ
た
な
ー
。
野
郎
と
で
な
く
。
俺

な
り
に
考
え
て
」

と
、
途
端
に
美
弾
は
落
ち
込
む
。

上
条
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
、
と
考
え
た
挙
句
。

「
そ
う
い
え
ば
、
ア
イ
ツ
っ
て
前
か
ら
あ
ん
な
感
じ
な
の
か
？
」
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毎
日
、
出
く
わ
す
た
び
に
１
０
億
ボ
ル
ト
の
電
撃
を
食
ら
い
そ
う
に
な
る
か
ら

こ
そ
、
上
条
は
気
に
な
る
。

美
琴
は
昔
か
ら
あ
あ
だ
っ
た
の
か
、
と
。

「
あ
ん
な
感
じ
か
な
。
た
ま
ー
に
だ
が
、
全
く
来
な
い
メ
ー
ル
の
返
信
が
来
る

と
き
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
は
い
つ
も
お
前
の
こ
と
し
か
、
書
い
て
な
い
ね
。
」

兄
貴
と
し
て
憎
ら
し
い
ね
ー
、
こ
の
こ
の
！
と
言
い
な
が
ら
、
美
弾
は
コ
ッ
プ

に
入
っ
た
お
冷
か
ら
水
を
ス
ー
ッ
と
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
取
り
出
す
。

ま
る
で
、
そ
の
光
景
は
コ
ッ
プ
か
ら
水
の
蛇
が
出
て
く
る
か
の
よ
う
に
。

「
な
あ
、
美
弾
。
お
前
、
無
能
力
な
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？
」

レ
ベ
ル
０

上
条
は
い
ぶ
か
し
む
様
に
し
て
、
美
弾
の
方
を
見
る
。

美
弾
は
見
透
か
し
た
か
の
よ
う
な
表
情
で
、
水
を
喉
へ
と
流
す
。

「
暫
く
、
身
体
検
査
し
て
な
か
っ
た
か
ら
な
あ
。
」

シ
ス
テ
ム
ス
キ
ャ
ン

「
そ
う
な
の
か
・
・
・
」

上
条
は
知
っ
て
い
る
。

御
坂
美
弾
が
自
分
に
劣
等
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
。

美
弾
は
ど
の
教
科
も
真
面
目
に
受
け
て
い
る
。
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し
か
も
、
テ
ス
ト
は
大
体
、
平
均
点
は
取
っ
て
い
る
。

な
の
に
、
何
故
か
能
力
に
目
覚
め
な
い
こ
と
に
焦
っ
て
い
た
。

い
つ
の
日
だ
っ
た
ろ
う
。

『
ど
ん
な
に
災
難
が
降
り
か
か
ろ
う
と
、
当
麻
の
持
つ
幻
想
殺
し
が
羨
ま
し
い

イ
マ
ジ
ン
ブ
レ
イ
カー

と
思
う
こ
と
が
あ
る
な
。
俺
な
り
に
考
え
て
』

少
し
苦
笑
気
味
に
。

「
そ
う
い
え
ば
、
美
弾
。
身
体
検
査
、
何
時
だ
っ
け
？
」

シ
ス
テ
ム
ス
キ
ャ
ン

「
明
日
だ
ね
。
俺
が
予
測
す
る
に
」

「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
ぜ
？
た
ぶ
ん
、
そ
の
水
を
掬
い
上
げ
る
や
つ
、
能
力
だ
ろ

う
し
」

美
弾
は
笑
っ
た
。

上
条
も
笑
っ
た
。

し
か
し
、
笑
え
な
い
事
実
が
一
つ
。

「
予
算
、
オ
ー
バ
ー
」

・
・
・
請
求
書
が
上
条
の
財
布
の
中
身
の
上
限
を
軽
く
超
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。

呆
然
と
す
る
上
条
。
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そ
ん
な
上
条
を
他
所
に
美
弾
は
隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
大
人
し

そ
う
な
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
つ
け
た
妙
に
ス
タ
イ
ル
が
い
い
少
女
を
見
つ
け
た
。

「
・
・
・
？
起
き
て
ま
す
か
ー
？
い
や
、
寝
て
る
な
。
俺
な
り
に
考
え
て
」

う
ん
う
ん
、
と
頷
き
な
が
ら
美
弾
は
揺
ら
す
。

「
・
・
・
お
い
、
や
め
と
け
よ
。
い
や
ー
な
予
感
し
か
し
な
い
ん
だ
が
・
・
・
」

上
条
は
デ
ジ
ャ
ヴ
な
気
が
す
る
、
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
少
し
過
去
に
美
琴
を
『
助
け
』
、
そ
の
為
出
く
わ
す
た
び
に
電
撃
を

放
た
れ
る
と
い
う
、
日
々
。

「
ん
ん
ー
、
あ
と
３
４
０
年
・
・
・
」

「
い
く
ら
な
ん
で
も
、
長
す
ぎ
だ
！
」

思
わ
ず
、
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

す
る
と
、
少
女
は
目
を
擦
り
な
が
ら
、

「
・
・
・
ア
レ
、
わ
た
し
な
に
し
て
た
ん
だ
ろ
？
」

と
、
目
を
覚
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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